
本市は、八幡岳や青螺山、国見岳など三方を山々に囲まれた緑豊かなまちです。市の森林面積
は約１万４千ヘクタール。市域の約55パーセントに当たり、県平均45パーセントに比べる
と高い水準にあります。しかし、その森林も間伐など整備の遅れから、その多くが荒廃してい
るという状況です。
森林は、生物を育

はぐく

み、土砂災害を防ぐなど、私たちの暮らしにかけがえのない機能を持ってい
ます。私たちの財産であるこの森林を守り育て、子孫に残すにはどうしたらよいのでしょうか。
今回の特集では、森林が持つ機能や森林を取り巻く状況のほか、市内の森林の現状と課題、さ
らに各種団体などの取り組みについて紹介します。この機会に、森林を守り、次世代に引き継
ぐためにできることについて、あなたも考えてみませんか。

↑十分な管理が行き届いていない森林（市内）

特 集 　森林を守り育て 次世代へ
● 問合先　農山漁村整備課林務水産係（ ☎㉓２５９１）

　

　
森
林
は
主
に
、
次
の
よ
う
な

公
益
的
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
生
物
多
様
性
保
全
機
能

　
森
林
は
、
多
く
の
鳥
類
や
昆

虫
類
を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動

植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
森

林
は
、
遺
伝
子
や
生
物
種
、
生

態
系
を
保
全
す
る
と
い
う
、
根

源
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

②
地
球
環
境
保
全
機
能

　
森
林
は
光
合
成
に
よ
り
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
・
貯
蔵
し
、
酸

素
を
作
り
ま
す
。

③
土
砂
災
害
防
止
機
能

　
森
林
の
中
に
生
え
て
い
る
草

や
低
い
木
、
落
ち
葉
な
ど
が
地

表
の
浸
食
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
森
林
の
樹
木
が
根
を
張
り

巡
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
表
面
土

壌
の
流
出
を
防
い
で
い
ま
す
。

④
水
源
か
ん
養
機
能

　
森
林
に
降
っ
た
雨
水
を
貯
留

し
、
河
川
に
流
れ
込
む
水
の
量
を

調
整
し
て
川
の
流
量
を
安
定
さ

せ
、
洪
水
や
渇
水
を
緩
和
す
る

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

雨
水
が
ろ
過
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
水
質
が
浄
化
さ
れ
ま
す
。

森
林
が
持
つ
公
益
的
機
能
と
は
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き
）
が
必
要
で
す
。
間
伐
を
し
な

い
と
枝
葉
が
重
な
り
、
互
い
の
成

長
を
阻
害
し
て
、
細
長
い
木
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は

木
材
の
価
値
が
見
込
め
な
い
ば
か

り
か
、
根
の
張
り
が
弱
く
、
山
崩

れ
や
土
砂
の
流
出
な
ど
災
害
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
【
図
１
】。
適
宜

間
伐
を
行
う
こ
と
で
、
林
内
が
明

る
く
下
草
が
生
え
、
太
く
丈
夫
な

木
が
育
つ
環
境
を
保
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
【
図
２
】。

　
そ
の
後
、
す
べ
て
の
木
を
切
る

皆か
い
ば
つ伐
も
必
要
で
す
。
利
用
可
能
な

木
を
伐
採
し
、
そ
の
後
に
苗
木
を

植
え
る
と
い
う
森
林
の
サ
イ
ク
ル

を
作
り
、
林
齢
の
偏
り
を
無
く
し

ま
す
。

〈
高
性
能
機
械
で
行
う
林
業
施
業
〉

　
近
年
の
森
林
整
備
で
は
、
間
伐

材
で
あ
っ
て
も
木
材
を
有
効
利
用

す
る
た
め
に
、
搬
出
す
る
の
が
主

流
で
す
。
大
型
の
高
性
能
林
業
機

械
で
作
業
を
行
う
た
め
、
効
率
の

面
か
ら
森
林
施
業
区
域
の
集
約
化

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

て
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
間
伐
・

皆
伐
な
ど
の
森
林
施
業
を
行
う
事

業
体
や
企
業
の
取
り
組
み
を
、
さ

ら
に
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
森
林

保
全
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

スギ総面積
4,655.09ha

ヒノキ総面積
3,100.06ha

1～5齢級
236.14ha

5％
6齢級

184.49ha
3％

7齢級
321.64ha

7％
8齢級

418.37ha
9％

9齢級
641.92ha

14％

10齢級
713.84ha

15％

11齢級
786.59ha

17％

12齢級
629.37ha

14％

13齢級以上
722.73ha

16％

1～5齢級
305.57ha

10％
6齢級

163.68ha
5％

7齢級
267.58ha

9％

8齢級
425.02ha

14％

9齢級
586.58ha

19％

10齢級
535.31ha

17％

11齢級
374.49ha

12％

12齢級
226.94ha

7％

13齢級以上
214.89ha

7％

日　光 日　光

下　草

腐葉土

①間伐により樹間が空き
日光が地面まで差す

②下草の根張りにより腐葉
土が流出しづらくなる

③腐葉土の保全によ
り根張りが進み、
幹が太く生育する

①樹間が狭く日光が
地面まで届かない

②地表の植物が少ない

③樹間が狭いため木が細
く、根張りも弱いため
台風などで倒木する

特 集　森林を守り育て 次世代へ

　
か
つ
て
人
は
、
生
活
に
必
要
な

建
築
資
材
や
薪
炭
な
ど
を
採
取
す

る
た
め
に
山
に
入
り
ま
し
た
。
山

に
入
る
こ
と
で
森
林
を
守
り
、
育

て
、
管
理
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
で
木
材

の
需
要
が
低
迷
し
、
山
に
入
る
機

会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

〈
戦
後
の
大
規
模
な
植
林
〉

　
戦
後
の
復
興
な
ど
で
木
材
の
需

要
が
一
時
的
に
高
ま
り
、
木
材
価

格
が
高
騰
。
昭
和
30
年
代
か
ら
40

年
代
に
か
け
て
、
全
国
的
に
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
大
規
模
な
植
林

（
拡
大
造
林
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
安
価
な
輸
入
材
の
増
加
〉

　
そ
の
後
、
木
材
の
輸
入
自
由
化

に
よ
り
、
安
く
て
安
定
的
に
供
給

さ
れ
る
外
国
産
材
の
輸
入
が
増
加
。

昭
和
55
年
以
降
、
国
産
材
の
価
格

は
下
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
林
業

が
衰
退
す
る
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

〈
就
業
者
不
足
と
林
業
の
衰
退
〉

　
ま
た
、
林
業
就
業
者
の
減
少
や
高

齢
化
な
ど
か
ら
、
放
置
さ
れ
る
森
林

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
利

益
が
出
る
ま
で
に
数
十
年
と
い
う
長

い
時
間
を
要
す
る
林
業
は
、
衰
退
の

一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
荒
廃
す
る
森
林
と
公
益
的
機
能
〉

　
青
々
と
見
え
る
森
林
も
、
一
歩

中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
林
内

は
暗
く
、
細
長
く
育
っ
た
木
々
で

あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
森
林
は
、
本
来

森
林
が
持
つ
公
益
的
機
能
を
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〈
民
有
林
に
お
け
る
人
工
林
の
状
況
〉

　
市
内
の
人
工
林
（
木
材
生
産
の

目
的
で
植
林
さ
れ
た
も
の
）
の
多

く
が
戦
後
の
拡
大
造
林
で
植
え
ら

れ
た
も
の
で
す
。
木
材
と
し
て
利

用
で
き
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
壮
齢

林
は
約
75
㌫
あ
り
、
全
体
的
に
構

成
が
偏
っ
て
い
ま
す
【
グ
ラ
フ

１
】、【
グ
ラ
フ
２
】。

〈
ど
の
く
ら
い
間
伐
が
必
要
？
〉

　
市
内
の
荒
廃
森
林
は
２
５
１
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
こ
れ
は
、
間
伐
が

必
要
な
荒
廃
森
林
の
面
積
で
す
。

一
方
、
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た

荒
廃
森
林
を
含
む
森
林
間
伐
面
積

は
、
約
72
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

〈
森
林
所
有
者
の
多
く
が
小
規
模
〉

　
市
で
森
林
を
所
有
し
て
い
る
人

の
92
㌫
が
そ
の
所
有
面
積
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
未
満
で
、
所
有
す
る
森
林
も

数
か
所
に
分
散
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
大
型
機
械
を
使
っ
た
森

林
整
備
は
、
効
率
の
面
か
ら
ま
と

ま
っ
た
面
積
が
必
要
な
た
め
に
多

数
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
間
伐
・
皆
伐
で
丈
夫
な
森
林
へ
〉

　
人
工
林
は
、
特
に
間
伐
（
間
引

【グラフ１】階級別森林面積（スギ）

【グラフ２】階級別森林面積（ヒノキ）

※
木
材
の
収
穫
期
に
あ
た
る
伐
採
期
は
ス
ギ
で
は
35
年
生
、
ヒ
ノ
キ
で
は
40
年
生
と
な
っ

て
い
る
（
１
齢
級
は
５
か
年
）。
グ
ラ
フ
中
、
桃
色
は
伐
採
可
能
な
壮
齢
林
。

（平成27年度 森林簿）

森
林
を
育
て
る
に
は

森
林
を
取
り
巻
く
状
況

市
の
現
状
と
課
題

【図２】健全な森林のイメージ 【図１】荒廃した森林のイメージ

侵入竹

3 2016.2



資源を余すことなく活用し、環境保全に貢献します

中国木材株式会社

電気事業部副部長　池田憲政さん

中国木材では、戦後大量に植林されてきた人工林を活用

するため、スギとベイマツによる異樹種集成材の開発に

取り組んできました。この集成材は、今まで利用できないからと山に放置

されていた曲がり材などの欠点を克服し、木材を有効活用するための取

り組みです。さらに、この度、伊万里事業所においても、木質バイオマス

事業を開始します。これは、伊万里事業所から発生する木材チップや樹

皮の木質副産物、山林に放置されてきた未利用材を、木質バイオマス燃

料として発電に有効活用する設備です。伊万里事業所の木質バイオマス

発電量は9,850kwh。これは一般家庭の１か月の電力使用量を280kwh

とした場合、約25,700戸分を賄うことが出来る計算になります。

私たちの財産を子孫へ引き継いでいくため
　まずは山に入るための森林作業道の整備を

株式会社伊万里木材市場

常務取締役 素材部統括部長  山口英樹さん

伊万里木材市場は素材生産から木材の流

通、プレカット加工を行っています。私

たちは、素材生産者として平成25年度から森林整備事業

に着手しています。自分が所有する山の状況を知らない人

が増え、「境界が分からない」という声を聞きます。森林

整備の基本には、木材を運び出す森林作業道が不可欠です。

道があれば、間伐などの作業をした後も、森林所有者が自

分の山に車で入ることが出来ます。自分の山を自分で管理

できれば、子孫へ引き継いでいくことができます。これま

で同様、伊万里西松浦森林組合と一緒に、地域の木材を利

用する取り組みに携わり、森林整備を進めていきたいと考

えています。

山は手を加えた分だけ応えてくれる
これが林業の最大の魅力です

伊万里西松浦森林組合

総務課長 兼 業務課長　池田孝道さん

伊万里西松浦地区の森林整備を担ってい

ます。林業はその成果が出るまでに数十

年という時間がかかりますが、努力すれば必ず報われます。

林業はキツイ仕事という印象があるかもしれませんが、高性

能林業機械が導入され、当組合に若い技術職員が増えるな

ど楽しく森林の手入れを行っています。これからの林業の未

来は明るく楽しみでもあります。また、間伐を行った森林に

は光が差し込み、作業前と比べて見違えるように美しくな

ります。森林が生き返ったようなすがすがしい、何物にも

代えがたいと思う瞬間です。これが林業の魅力の一つでも

あります。今後も低コスト作業や安全に考慮しながら森林

整備を行い、地域の林業を守り育てる取り組みを進めます。

森林施業を行う事業体などにインタピュー

森林を守り次世代に引き継いでいく

２月から稼働のバイオマス発電所

　
■
家
を
建
て
よ
う
と
す
る
人
は

　
県
産
木
材
使
用
の
優
良
木
造
住
宅

新
築
費
用
に
50
万
円
を
補
助
し
ま
す

【
補
助
要
件
】

▽
県
認
定
の
『
県
産
木
材
地
産
地
消
の
応

援
団
』
が
取
り
扱
う
新
築
木
材
住
宅

▽
県
産
木
材
使
用
率
が
60
㌫
以
上
（
構

造
材
）
か
つ
外
装
な
ど
に
10
立
方

㍍
以
上
　
な
ど

●

問
合
先
　
一
般
社
団
法
人
佐
賀
県
木

　
材
協
会（
☎
０
９
５
２
㉓
６
１
８
１
）

■
山
を
所
有
し
て
い
る
人
は

①
森
林
経
営
計
画
を
策
定
す
る

森
林
の
施
業
や
保
護
な
ど
、
森
林
所

有
者
な
ど
が
策
定
す
る
実
行
管
理

計
画
に
沿
っ
て
森
林
施
業
を
す
る

と
、
間
伐
な
ど
の
施
業
に
対
し
、
国
・

県
の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
森
林
経
営
を
事
業
所
に
委
託
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

【
相
談
先
】

▽
伊
万
里
西
松
浦
森
林
組
合

（
☎
㉓
３
３
９
８
）

▽
株
式
会
社
伊
万
里
木
材
市
場

（
☎
⑳
２
１
８
３
）

②
保
安
林
の
指
定
を
受
け
る

指
定
を
受
け
る
と
立
木
伐
採
な
ど
の

制
限
を
受
け
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資

産
税
や
不
動
産
取
得
税
、
特
別
土
地

保
有
税
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
農
林
事
務
所
林

務
課
（
☎
㉓
６
１
５
９
）

 

森
林
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
　
　
〜
各
種
制
度
紹
介
〜
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関心を持つことから始めよう

↑ 12 月 23 日に、森林に侵入した竹を活用した門松づくりを開催

伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

特 集　森林を守り育て 次世代へ

昨年開催された植樹祭の様子

地域で活動している団体にインタピュー

環
境
保
全
の
取
り
組
み

森
林
の
学
校（

大
川
町
東
田
代
）

　
大
川
町
東
田
代
区
は
、
市
か
ら

『
森も

り林
の
学
校
』
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
里
山
の
環
境
を
守
る
た

め
、
県
民
参
加
の
森も

り林
づ
く
り
事

業
を
活
用
し
て
地
域
住
民
が
一
丸

と
な
っ
て
、
植
樹
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
森
林
の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
森
林
を
守
り
育
て
る
意
識

を
育
は
ぐ
く
む
た
め
、
今
年
も
植
樹
祭
を

開
催
し
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
東
田
代

区
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
植
樹
祭

●

日
　
時
　
２
月
21
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

●

場
　
所
　
井
手
口
川
ダ
ム
周
辺

施
設
（
大
川
町
東
田
代
）

●

対
象
者
　
小
学
校
３
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

●

参
加
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
１
０
０
人
程
度

※
弁
当
と
お
茶
を
用
意
し
ま
す
。

●

応
募
方
法
　
各
町
公
民
館
な
ど

に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限
　
２
月
12
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
〒
８
４
８-

８
５
０
１
　
伊
万

里
市
立
花
町
１
３
５
５-

１

　
地
域
振
興
・
公
共
交
通
対
策
課

（
　
☎
㉓
２
１
１
４
、

　
㉒
７
２
１
３
）

東田代区森林の学校
校 長　渕上　定さん

FAX

里
山
整
備
の
取
り
組
み

高
尾
山
保
全
の
会

（
南
波
多
町
原
屋
敷
）

　
私
た
ち
高
尾
山
保
全
の
会
は
、

南
波
多
町
原
屋
敷
に
あ
る
高
尾
山

で
、
平
成
25
年
度
か
ら
国
・
県
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
里
山
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
前
か
ら
も
、
絶
滅
危き

ぐ惧

種
の
『
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
メ
シ
ジ

ミ
（
ち
ょ
う
）』
の
生
息
地
で
あ

る
大
野
岳
自
然
公
園
の
環
境
を

守
る
た
め
、
森
林
整
備
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
子
ど
も
達
に
、
里
山

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
受
け

継
い
で
も
ら
い
、『
地
域
の
宝
』

を
残
す
た
め
に
力
を
あ
わ
せ
て

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
植
え
た
苗
木
は
、
将
来
の

子
ど
も
達
へ
の
す
て
き
な
贈
り

物
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
春
に
は
、
桜
の
苗
木
に
か
わ

い
い
花
が
咲
き
ま
す
。
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
花
を

見
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

 私たち一人一人が山に関心を持つこと、
そして、できることを考えましょう 

市には、山代町に伊万里木

材コンビナートがありま

す。木材を使う側の施設は

充実しているものの、間伐

などの森林整備はなかなか

進まず、荒廃森林率は高い

状況にあります。現在市で

は、森林からの木材の搬出

は森林経営計画により民有

林と市有林を一体的に整備して環境の保全を行っ

ており、大川町山口地区 ・駒鳴地区で実施してい

ます。今後は、地域でまとまって効率的に森林整

備を行うために、ほかの地区においても素材生産

者と協力して森林経営計画の作成を推進していき

ます。さて、今年から新たな祝日、山に親しむ機

会を得て、山の恩恵に感謝する『山の日』（８月

11日）が設けられました。これを機会に、森・里・

川・海のつながりや、森林資源の活用について再

確認してみませんか。私たち一人一人が森林を自

分のものとして、できることを考えることが、森

林を守る大きな力になるのではないでしょうか。

  産業部副部長 兼
 農山漁村整備課長

 力 武 健 一

高尾山保全の会
会 長　井手孝通さん
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